
なら記紀・万葉集大成連続講演会
”記紀・万葉が伝えてきたこと”

第1弾・第2弾 参加者募集のお知らせ

2020年は、『日本書紀』が完成されて1300年を迎えると共に古代の歴史に大いなる足跡を残した藤原

不比等の没後1300年の記念年となり、本日、8月3日は藤原不比等がお亡くなりになった日にあたります。

(養老4年(720)8月3日(旧暦)に藤原不比等がお亡くなりになったことが続日本紀に記されています。)

奈良県では、2012年より推進してきた、なら記紀・万葉プロジェクトの集大成年として、『日本書

紀』を中心とする記紀・万葉の魅力を学ぶための連続講演会を開催します。第1弾は『藤原不比等』を

テーマとし9月26日に奈良県社会福祉総合センターで、第2弾は『日本書紀』をテーマとし10月11日に

奈良県コンベンションセンターで開催いたします。

この度、各講演会の参加者を募集しますので、報道関係の皆様におかれましては、告知につきまして

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

※新型コロナウイルス感染症の情勢によっては、内容変更や延期、中止の可能性もあります。

令和2年8月3日
奈良県 文化・教育・くらし創造部

文化資源活用課 活用推進係
担当：中川、北川(内線2591)

TEL：0742-27-8975
FAX：0742-27-0213

報道資料

奈良県政・経済記者クラブ

奈良県文化教育記者クラブ 同時配布

【第1弾講演会 「藤原不比等と日本」】
日時：令和2年9月26日（土）
会場：奈良県社会福祉総合センター 大ホール(定員230名)

◎エクスカーション(20名様限定)
藤原京を訪ねる(藤原宮跡、談山神社)

◎基調講演
テーマ：「藤原不比等-藤原氏の光と影-」

甲斐弓子（帝塚山大学考古学研究所特別研究員）
◎パネルディスカッション
テーマ：「藤原京」
パネリスト：甲斐弓子（帝塚山大学考古学研究所特別研究員）

滝浪貞子（京都女子大学名誉教授)
総 合 司 会：倉橋みどり（編集者・俳人/奈良在住）

【第2弾講演会 「日本書紀」】
日時：令和2年10月11日（日）
会場：奈良県コンベンションセンター天平広場(定員210名)

◎エクスカーション(25名様限定)
木簡から読み解く平城京/『日本書紀』(平城宮跡朱雀門ほか)

◎基調講演
テーマ：「日本書紀にみる歴史の交差 －天皇の歴史と豪族の歴史」

河内春人（関東学院大学准教授）
◎パネルディスカッション
テーマ：「『日本書紀』をやさしくひもとく」
パネリスト：河内春人（関東学院大学准教授）

馬場基 （奈良文化財研究所都城発掘調査部史料研究室長)
つだゆみ（マンガ家）

総 合 司 会：倉橋みどり（編集者・俳人/奈良在住）

【申込み方法】
観覧は無料、事前申込制となります。詳細についてはホームページまたはチラシをご覧ください。
申込締切：第1弾（令和2年9月4日(金)必着）第２弾（令和2年9月16日(水)必着）

【お問合わせ先】
「なら記紀・万葉集大成イベント」事務局 毎日イベントサポートセクション内
TEL：06-6346-8661（受付期間：平日10時～17時）


